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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  従来の内視鏡をそのまま使用し、観察組織周
辺での熱の検出をして、観察組織周辺での過度の加熱を
効果的に抑制する。
【解決手段】  映像信号処理装置５では電荷蓄積期間及
び電荷読出期間を繰り返したＣＣＤ駆動タイミングでＣ
ＣＤ１８を駆動する。光源装置４ではＣＣＤ駆動タイミ
ングにおける電荷蓄積期間内ではＤＭＤ駆動回路４３に
より光変調デバイス２４を供給反射／非供給反射の規則
性パターンで駆動され、電荷読出期間内では非供給反射
のパターンで駆動される。赤外線レベル検出回路４７は
ＣＣＤ駆動タイミングにおける電荷読出期間内でライト
ガイド１１の入射端面を結像した赤外線検出ＣＣＤ２６
の撮像信号から赤外線の検出を行う。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被写体を撮像する撮像素子を備えた内視
鏡と、前記内視鏡に照明光を供給する光源ランプとを有
する内視鏡装置において、
前記内視鏡の先端に前記照明光を導光するライトガイド
と、
前記照明光を前記ライトガイドの端部に集光させる照明
光光学系と、
前記ライトガイドからの赤外光を検出する赤外光検出手
段と、
前記赤外光検出手段に前記ライトガイドからの赤外光を
導光させる赤外光光学系と、
前記照明光と前記ライトガイドからの赤外光の光路を切
り替える光変調デバイスとを備えたことを特徴とする内
視鏡装置。
【請求項２】  前記ライトガイドからの赤外光を吸収す
る赤外吸収手段を備えたことを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡装置。
【請求項３】  前記赤外光検出手段の検出結果に基づい
て前記照明光の減少制御または警告制御を行う照明光制
御手段を備えたことを特徴とする請求項１または２に記
載の内視鏡装置。
【請求項４】  前記赤外光検出手段の検出結果に基づい
て警告制御を行う警告手段を備えたことを特徴とする請
求項１ないし３のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡装置、更に詳
しくは照明光の供給制御部分に特徴のある内視鏡装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、同時式及び面順次式の撮像手段を
備えた電子内視鏡または外付けカメラを接眼部に設けた
光学式内視鏡を使用する医療用および工業用の内視鏡シ
ステムが広く用いられるようになってきた。このような
内視鏡システムでは、被写体に照射する照明光を供給す
る光源装置が用いられる。
【０００３】このような光源装置からの照明光は所望の
輝度を得るために観察対象に熱を与えることになるが、
照明光の熱により観察対象の生体組織に過度の熱が加わ
らないように、例えば特開平８－１５６１７号公報には
撮像手段に赤外受光エリアを設けて赤外線による熱の発
生を検出し、光量制御を行うことのできる内視鏡装置
が、また米国特許ＵＳＰ５７３０７０２には内視鏡にフ
ィードバック用ファイバーと光検出素子を設け反射光を
検出し、光量制御を行うことのできる内視鏡装置が提案
されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記特
開平８－１５６１７号公報の提案では、撮像素子が特殊

2
なものが必要となるため、従来の電子内視鏡が使用でき
なくなり、特殊な装置が必要となった。また、上記米国
特許ＵＳＰ５７３０７０２の提案では、内視鏡が特殊な
ものが必要となり、従来の内視鏡をそのまま使用するこ
とができなかった。
【０００５】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、従来の内視鏡をそのまま使用し、観察組織周辺
での熱の検出をして、観察組織周辺での過度の加熱を効
果的に抑制することのできる内視鏡装置を提供すること
を目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡装置は、
被写体を撮像する撮像素子を備えた内視鏡と、前記内視
鏡に照明光を供給する光源ランプとを有する内視鏡装置
において、前記内視鏡の先端に前記照明光を導光するラ
イトガイドと、前記照明光を前記ライトガイドの端部に
集光させる照明光光学系と、前記ライトガイドからの赤
外光を検出する赤外光検出手段と、前記赤外光検出手段
に前記ライトガイドからの赤外光を導光させる赤外光光
学系と、前記照明光と前記ライトガイドからの赤外光の
光路を切り替える光変調デバイスとを備えて構成され
る。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【０００８】図１ないし図５は本発明の第１の実施の形
態に係わり、図１は内視鏡装置の構成を示す構成図、図
２は図１の光変調デバイスが駆動される供給反射／非供
給反射の規則性パターンを示す図、図３は図１の光変調
デバイスの駆動タイミング及び赤外線レベル検出回路の
検出タイミングを示す図、図４は図１の赤外線レベル検
出回路の作用を説明する第１のフローチャート、図５は
図１の赤外線レベル検出回路の作用を説明する第２のフ
ローチャートである。
【０００９】（構成）図１に示すように、本実施の形態
の内視鏡装置１は、例えばトラカール等を介して生体内
組織像を得る内視鏡である硬性鏡２と、ライトガイドを
介して硬性鏡２に照明光を供給する光源装置４と、硬性
鏡２の手元側に設けられた接眼部に着脱自在に取り付け
られ硬性鏡２により得られた像を撮像するＴＶカメラヘ
ッド５と、ＴＶカメラヘッド５により撮像された撮像信
号を信号処理してモニタ７に観察画像を表示させる映像
信号処理装置６とを備えて構成される。
【００１０】硬性鏡２には、照明光を硬性鏡２先端に伝
達するライトガイド１１と、内視鏡像を観察するための
対物レンズ１２と、対物レンズ１２からの像を接眼部に
伝達するリレーレンズ系１３と、接眼部内に設けられた
観察するための接眼レンズ１４とより構成される。一
方、ＴＶカメラヘッド５内にはＣＣＤ１８が設けられて
おり、ＴＶカメラヘッド５は映像信号処理装置６にコネ
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クタ１９で接続されるようになっている。
【００１１】光源装置４の光学系は、ランプ電源２０に
より照明光を発光する光源ランプ２１と、光源ランプ２
１からの出射光の赤外カットをする赤外カットフィルタ
２２と、赤外カットフィルタ２２を透過した光を反射す
るミラー２３と、ミラー２３を反射した光は２次元マト
リックス状に配列された２次元配列エレメント（セル）
を構成する複数のマイクロミラーにより反射する光変調
デバイス２４と、光変調デバイス２４を反射した光をラ
イトガイド１１の入射端面に集光させる集光レンズ２５
とを備えて構成される。
【００１２】前記光変調デバイス２４は、２次元マトリ
ックス状に配列された２次元配列エレメント（セル）を
構成する複数のマイクロミラーをシリコンチップ上に配
置し、マイクロミラーを対角線を中心に安定した２つの
状態間で回転するヨーク上に保持部材により保持し、シ
リコンチップの平面方向に対して±１０°の角度変化で
きるようにした素子で、ＤＭＤ（デジタルマイクロミラ
ーデバイス）と呼ばれるものである。
【００１３】光源装置４の光学系では、前記光変調デバ
イス２４のマイクロミラーを－１０°にした場合にライ
トガイドに光が入射するようになっている。
【００１４】また、光源装置４の光学系は、前記光変調
デバイス２４のマイクロミラーを＋１０°にした場合に
結像レンズ２８を介してライトガイド１１の入射端面を
結像する赤外線検出ＣＣＤ２６と、赤外線検出ＣＣＤ２
６の近傍に設けられマイクロミラーを＋１０°にした状
態で照明ランプ２１より入射した光が光源内部で散乱し
ないよう吸収する光吸収体２７とを備えている。
【００１５】なお、光吸収体２７は、表面が梨地状に処
理された黒色の塗装がされた板、または発泡性金属板で
発泡させた孔に光を吸収させるようなものを用いてお
り、光吸収体２７は特に赤外線検出ＣＣＤ２４に光源内
に余計な光が入射することを防ぐために重要な光吸収体
となっている。
【００１６】映像信号処理装置６は、ＣＣＤ１８を駆動
するＣＣＤ駆動回路３１と、ＣＣＤ１８からの撮像信号
を信号処理し映像信号（例えばＮＴＳＣテレビ信号）を
モニタ７に出力する映像信号処理回路３２と、ＣＣＤ１
８の撮像タイミングと映像信号処理回路２２での信号処
理を同期させるためのタイミング信号を発生するタイミ
ング発生回路３３と、映像信号処理回路３１からの映像
信号より画像の明るさを検波して明るさ信号を発生する
明るさ信号発生回路３４と、タイミング発生回路３３か
らＣＣＤ１８の撮像タイミングと同期した同期信号を出
力するタイミング同期回路３５とを備えている。
【００１７】また、光源装置４の制御部は、明るさ設定
を操作する操作パネル４１と、映像信号処理装置６の明
るさ信号発生回路３４からの明るさ信号に基づき明るさ
制御を行う明るさ制御回路４２と、光変調デバイス２４
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を駆動するＤＭＤ駆動回路４３と、操作パネル４１の操
作より入力された基準となる設定信号に基づき明るさ制
御回路４２及びＤＭＤ駆動回路４３を制御するＣＰＵ４
４と、明るさ制御回路３３の制御に基づき光変調デバイ
ス２４の駆動・制御パターンを発生する制御パターン発
生回路４５と、赤外線検出ＣＣＤ２６からの撮像信号を
信号処理する撮像信号処理回路４６と、撮像信号処理回
路４６で処理された映像信号に基づき照明光の赤外線レ
ベルを検出する赤外線レベル検出回路４７と、映像信号
処理装置６のタイミング同期回路３５のタイミングに基
づいて撮像タイミングを照射タイミングと同期させる同
期信号を生成し制御パターン発生回路４５に出力するタ
イミング同期回路４８とを備えて構成され、ＣＰＵ４４
は赤外線レベル検出回路４７での検出結果によってＤＭ
Ｄ駆動回路４３を制御するようになっている。
【００１８】（作用）このように構成された本実施の形
態の作用について説明する。硬性鏡２にＴＶカメラヘッ
ド５を接続し、モニタ７によって体腔内の観察を行う。
【００１９】ここで、光変調デバイス２４は、２次元マ
トリックス状に配列された２次元配列エレメント（セ
ル）を構成する複数のマイクロミラーを駆動し、図２に
示すように、光軸上に明から暗に至る複数の供給反射／
非供給反射の規則性パターンで駆動し、トータルの供給
光量を制御するようになっており、照明光が適正になる
ように制御されている。この状態で硬性鏡２の先端が体
腔内組織に密着したような状態になると、赤外線レベル
検出回路４７が危険と判断し、ＣＰＵ４４によって操作
パネル４１に警告が表示されるとともに、明るさ制御回
路４２に暗くなる信号を生成させて照明光を暗くするよ
うに作用する。
【００２０】なお、制御パターン発生回路４５は、マイ
クロミラーでの供給反射／非供給反射駆動をＰＷＭ（パ
ルス幅変調）制御あるいはＰＦＭ（パルス周波数変調）
制御させるための制御パターンを生成するように構成し
ても良い。
【００２１】映像信号処理装置５では、図３（ａ）に示
すように、電荷蓄積期間及び電荷読出期間を繰り返した
ＣＣＤ駆動タイミングでＣＣＤ１８を駆動する。
【００２２】一方、光源装置４では、図３（ｂ）に示す
ように、ＣＣＤ駆動タイミングにおける電荷蓄積期間内
ではＤＭＤ駆動回路４３により光変調デバイス２４を供
給反射／非供給反射の規則性パターンで駆動され、電荷
読出期間内では非供給反射のパターンで駆動される。
【００２３】また、赤外線レベル検出回路４７は、図３
（ｃ）に示すように、ＣＣＤ駆動タイミングにおける電
荷読出期間内で赤外線の検出を行っており、照明光が一
旦出射されなくなるのでこの間にライトガイド１１の入
射端面を結像した赤外線検出ＣＣＤ２６の撮像信号から
赤外線の検出を行っている。つまり、例えば硬性鏡２の
先端に組織が密着したような状態では、ライトガイド１
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１に赤外線による先端の状態が照明光の出射方向とは逆
に戻ってくる。この状態はライトガイド１１の入射端面
に像となって現れるので、これを赤外線検出ＣＣＤ２６
によって撮像し赤外線レベル検出回路４７で検出を行
い、赤外線レベル検出回路４７で画像処理によって硬性
鏡２の先端に位置する組織の赤外状態（加熱状態）の判
断が可能となる。
【００２４】詳細には、図４に示すように、赤外線レベ
ル検出回路４７は、ステップＳ１で撮像信号処理回路４
６から赤外線検出ＣＣＤ２６からの画像データを読み込
む。そして、ステップＳ２で読み込んだの画像データを
赤外線レベル検出回路４７内のフレームメモリに格納
し、ステップＳ３で画素毎のピーク値を検出し、ステッ
プＳ４でピーク値をメモリに格納する。このステップＳ
３及びＳ４の処理が１０回繰り返されたかどうかをステ
ップＳ５で判断し、ステップＳ６で１０個のピーク値Ｐ
ｉ（ｉ＝１～１０）の平均をとる。
【００２５】そして、ステップＳ７で平均されたピーク
値が所定の”危険”レベル以上かどうか判断し、所定
の”危険”レベル以上ならばステップＳ８でＣＰＵ４４
に危険レベル信号を出力することで、ＣＰＵ４４は危険
時の処理、例えば警告ブザーの発音、照明光の出射時間
減少制御、操作パネル４１への”危険”表示及びＤＭＤ
駆動回路４３の制御処理等の処理を行う。
【００２６】ステップＳ７で所定の”危険”レベルに達
していないと判断されると、ステップＳ９で平均された
ピーク値が所定の”警告”レベル以上かどうか判断し、
所定の”警告”レベル以上ならばステップＳ１０でＣＰ
Ｕ４４に警告レベル信号を出力することで、ＣＰＵ４４
は警告時の処理、例えば照明光の出射時間減少制御、操
作パネル４１への”警告”表示及びＤＭＤ駆動回路４３
の制御処理等の処理を行う。
【００２７】ステップＳ９で所定の”警告”レベルに達
していないと判断されると図５に進み、赤外線レベル検
出回路４７は、ステップＳ１１でフレームメモリに格納
したフレーム画像の特徴部分を抽出し、ステップＳ１２
でこの特徴部分を所定の警告パターンと比較し、警告パ
ターンに類似している場合はステップＳ１３で警告が必
要と判断し、ステップＳ１４でＣＰＵ４４に警告レベル
信号を出力することで、ＣＰＵ４４はステップＳ１０と
同様な警告時の処理を行う。
【００２８】警告パターンに類似していない場合は、ス
テップＳ１５で特徴部分を所定の注意パターンと比較
し、注意パターンに類似している場合はステップＳ１６
で注意が必要と判断し、ステップＳ１７でＣＰＵ４４に
注意レベル信号を出力することで、ＣＰＵ４４は注意時
の処理、例えば操作パネル４１への”注意”表示及びＤ
ＭＤ駆動回路４３の制御処理等を行う。
【００２９】注意パターンに類似していない場合は、ス
テップＳ１８でＣＰＵ４４に正常レベル信号を出力する
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ことで、ＣＰＵ４４に正常時の処理、例えば操作パネル
４１への”正常”表示等の処理を行わせ、図４のステッ
プＳ１に戻り処理を繰り返す。
【００３０】（効果）このように本実施の形態では、硬
性鏡２の先端に組織の加熱状態（温度状態）をライトガ
イド１１の入射端面の像を赤外線検出ＣＣＤ２６で撮像
し、赤外線レベル検出回路４７によりその状態を判断
し、ＣＰＵ４４が操作パネル４１への表示及びＤＭＤ駆
動回路４３の制御処理等を行うので、硬性鏡２の構成に
は何ら変更を加えることなく、観察組織周辺での熱の検
出をして、硬性鏡２の先端に位置する観察組織周辺での
熱の発生を効果的に抑制することできる。
【００３１】図６ないし図９は本発明の第２の実施の形
態に係わり、図６は内視鏡装置の構成を示す構成図、図
７は図６の赤外線レベル検出回路の作用を説明するフロ
ーチャート、図８は図６の光源装置に冷却のためのファ
ンを設けた構成を示す図、図９は図６の光源装置に冷却
のためのファンを設けた変形例の構成を示す図である。
【００３２】第２の実施の形態は、第１の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００３３】（構成・作用）本実施の形態では、硬性鏡
２の代わりに電子内視鏡を備えている。すなわち、図６
に示すように、電子内視鏡１１０は、管腔内に挿入する
先端側が湾曲可能な細長で可撓性を有する挿入部１１１
と、挿入部１１１の基端側に連設され把持及び湾曲操作
等を行うための操作部１１２と、操作部１１２から延出
し光源装置３に接続されるコネクタ１１３を先端に備え
たユニバーサルケーブル１１４と、コネクタ１１３から
延出し映像信号処理装置５に接続されるコネクタ１１５
ａを先端に備えた信号ケーブル１１５とからなり、挿入
部１１２の先端には観察部位を撮像する固体撮像素子で
あるＣＣＤ１８が設けられ、またユニバーサルケーブル
１１４及び操作部１１２内には光源装置からの照明光を
挿入部１１２の先端に伝送するライトガイド１１が配設
されている。
【００３４】また、本実施の形態の光源装置４の光学系
では、照明ランプ２１から出射される光は赤外カットフ
ィルタ２２を通過し、集光レンズ１２３によりインテグ
レータ１２２に入射する。インテグレータ１２３を通過
した光はレンズ１２４で平行光にされてミラー２３に入
射する。ミラー２３を反射した光は光変調デバイス２４
に入射する。光変調デバイス２４には放熱フィン１２５
が設けられ、照明光による発熱を放熱するようになって
いる。
【００３５】また、光変調デバイス２４スのマイクロミ
ラーが＋１０°の場合に反射する光は集光レンズ１２６
を介して赤外線センサ１２７に入射するようになってい
る。赤外線センサ１２７は、単一センサで入射した赤外
線の量に応じた電気信号が出力されるようになってい
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る。
【００３６】赤外線センサ１２７の出力は、赤外線レベ
ル検出回路４７に入射され、後述する図７に示す制御に
より３段階に判別される。判別された信号はＣＰＵ４４
に入力され、警告レベルであるとブザーにより発音し、
同時に操作パネル４１に警告が表示されるようになって
おり、危険の状態では第１の実施の形態と同様に照明光
を暗くする。
【００３７】本実施の形態の赤外線レベル検出回路４７
は、図７に示すように、ステップＳ３１で赤外線センサ
１２７からデータを読み込む。次にステップＳ３２にお
いてステップＳ３１で所定時間間隔で読み込んだ、赤外
線センサ１２７からの例えば３つのデータ、最新データ
Ｍｉ、前回データＭｉ-1、前々回データＭｉ-2をメモリ
に格納する。そして、ステップＳ３３でＭｉがＭｉ-1と
同様な値かどうか判断し、同様ならばステップＳ３４に
進み、同様でないならばステップＳ３５に進む。ステッ
プＳ３４ではＭｉがＭｉ-2と同様な値かどうか判断し、
同様ならばステップＳ３６に進み、同様でないならばス
テップＳ３７に進む。
【００３８】ステップＳ３５では、ＭｉがＭｉ-2の50％
の値以上かどうか判断し、ＭｉがＭｉ-1の50％の値以上
ならば、ステップＳ３８でＣＰＵ４４に危険レベル信号
を出力することで、ＣＰＵ４４は危険時の処理、例えば
警告ブザーの発音、照明光の出射時間減少制御、操作パ
ネル４１への”危険”表示及びＤＭＤ駆動回路４３の制
御処理等の処理を行う。
【００３９】また、ＭｉがＭｉ-1の50％の値に達しない
ならば、ステップＳ３９でＭｉがＭｉ-2と同様な値かそ
れ以上かをどうか判断し、ＭｉがＭｉ-2と同様な値かそ
れ以上ならば、ステップＳ４０でＣＰＵ４４に警告レベ
ル信号を出力することで、ＣＰＵ４４は警告時の処理、
例えば照明光の出射時間減少制御、操作パネル４１へ
の”警告”表示及びＤＭＤ駆動回路４３の制御処理等の
処理を行い、ＭｉがＭｉ-3と同様な値かそれ以上でない
ならばステップＳ３６に進む。
【００４０】ステップＳ３７では、ＭｉがＭｉ-2と同様
な値かどうか判断し、同様ならばステップＳ４１でＣＰ
Ｕ４４に警告レベル信号を出力することで、ＣＰＵ４４
は警告時の処理、例えば照明光の出射時間減少制御、操
作パネル４１への”警告”表示及びＤＭＤ駆動回路４３
の制御処理等の処理を行い、同様でないならばステップ
Ｓ３６に進む。
【００４１】ステップＳ３６ではＭｉ-2の格納場所にＭ
ｉ-1を格納し、次のステップＳ４２ではＭｉ-1の格納場
所にＭｉを格納し、ステップＳ４３で操作パネル４１へ
の”正常”表示等の処理を行わせ、ステップＳ３１に戻
り処理を繰り返す。その他の構成・作用は第１の実施の
形態と同じである。
【００４２】（効果）このように本実施の形態では、第*
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*１の実施の形態の効果に加え、赤外線センサを単一セン
サで構成することにより、簡単な構造で赤外線の検出が
行うことができる。
【００４３】なお、放熱フィン１２５の放熱効果をより
良くするために、図８に示すように、光変調デバイス２
４と放熱フィン１２５を冷却するファン１３０を近傍に
設けてもよく、また、第１の実施の形態においても、図
９に示すように、放熱フィン１２５を光変調デバイス２
４に設け、その近傍にファン１３０を設けてもよい。
【００４４】図１０及び図１１は本発明の第３の実施の
形態に係わり、図１０は内視鏡装置の構成を示す構成
図、図１１は図１０のＣＰＵの作用を説明する図であ
る。
【００４５】第３の実施の形態は、第１の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００４６】本実施の形態は、硬性鏡２の先端部の発熱
をライトガイド１１を通じて赤外線を光源に戻しやすく
することにより、冷却するようにしたものである。
【００４７】詳細には、図１０に示すように、光変調デ
バイス２４のマイクロミラーを＋１０°にした場合に、
ライトガイド１１からの赤外光が放熱フィンを備えた光
吸収体２７に入射されるように構成している。光吸収体
２７には温度センサ１５１が設けられ、赤外線吸収によ
る温度上昇を検出するようになっており、その検出信号
は温度検出回路１５２に入力され、一定レベル温度にな
ったことが温度検出回路１５２で判別されて判別信号が
ＣＰＵ４４に入力される。
【００４８】ＣＰＵ４４は判別信号に基づいて光変調デ
バイス１１を駆動し、通常観察においては図１１（ａ）
のように、ライトガイド１１への照明光供給と光吸収体
２７への出射においての光吸収体２７への出射による赤
外吸収への光路切り替え時間は短く、温度上昇が検出さ
れた場合に図１１（ｂ）のように、ライトガイド１１へ
の照明光供給と光吸収体２７への出射においての光吸収
体２７への出射による赤外吸収への光路に切り替える時
間が増えるように制御するようになっている。その他の
構成・作用は第１の実施の形態と同じである。
【００４９】（効果）このように本実施の形態において
も、第１の実施の形態と同様な効果を得ることができ
る、
【００５０】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、従
来の内視鏡をそのまま使用し、観察組織周辺での熱の検
出をして、観察組織周辺での過度の加熱を効果的に抑制
することができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡装置の
構成を示す構成図、
【図２】図１の光変調デバイスが駆動される供給反射／
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非供給反射の規則性パターンを示す図
【図３】図１の光変調デバイスの駆動タイミング及び赤
外線レベル検出回路の検出タイミングを示す図
【図４】図１の赤外線レベル検出回路の作用を説明する
第１のフローチャート
【図５】図１の赤外線レベル検出回路の作用を説明する
第２のフローチャート
【図６】本発明の第２の実施の形態に係る内視鏡装置の
構成を示す構成図
【図７】図６の赤外線レベル検出回路の作用を説明する
フローチャート
【図８】図６の光源装置に冷却のためのファンを設けた
構成を示す図
【図９】図６の光源装置に冷却のためのファンを設けた
変形例の構成を示す図
【図１０】本発明の第３の実施の形態に係る内視鏡装置
の構成を示す構成図
【図１１】図１０のＣＰＵの作用を説明する図
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…硬性鏡
４…光源装置
５…ＴＶカメラヘッド *
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*６…映像信号処理装置
１１…ライトガイド
１８…ＣＣＤ
２１…光源ランプ
２２…赤外カットフィルタ
２３…ミラー
２４…光変調デバイス
２５…集光レンズ
２６…赤外線検出ＣＣＤ
２７…光吸収体
３１…ＣＣＤ駆動回路
３２…映像信号処理回路
３３…タイミング発生回路
３４…明るさ信号発生回路
３５，４８…タイミング同期回路
４１…操作パネル
４２…明るさ制御回路
４３…ＤＭＤ駆動回路
４４…ＣＰＵ
４５…制御パターン発生回路
４６…撮像信号処理回路
４７…赤外線レベル検出回路

【図１】 【図２】

【図３】
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